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晴
天

に
恵
ぐ
ま
れ
た
八
月
十
七
目
九
時

よ
り
蓬
田

中

学
佼
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
第
十
回
村
民
体
育
大
会

漱
第
一
門
交
通
安
全
村
民

犬
会
が
村
民
多
数
の
参
加

の
も
と
に
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

開
会
式
に
は
大
会
長
、
交
通
安
全
大
会
長

、
名
誉

大
会
長
の
挨
拶

、
交
通
安
全
大
会
宣
言
等
が
あ

り
、

続
い
て

售
部
落
対
抗
の
競
技

に
熱
戦
を
展
開

、
抱
腹

絶
倒
の
珍
プ
レ
ー
等
あ
り
盛
会
裡
に
終
り
ま
し

た
。

閇
会
式
後
、
大
会
反

省
会
を
兼
ね
て

、
森
教
育
長

の
叙
勲
祝
賀
、
清
水
膵
造
氏
訪
欧
帰
国
歓
迎
贈

が
行

わ
れ
た
。

【
写
真
…
…
蓬
中
ブ
ラ
バ
ン
で

入
場
行

進
す
る
選
手
団
一

「
写
真
…
…
蓬
田
中
学
校
で

行
わ
れ
た
東
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会
」

東
津
軽
郡
社
会
福
祉
大
会

蓬
田
中
学
校

に
お
い
て
問

か
九
九
、

郡
下
の
社
会
福

祉
事

業
関
係
犬

が
一
堂

に
会
し

過
去
の
体
験

を
欸
圉
し
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力

を
高
め
明
る
い
地
域

社
会
の
建
設

を
は
か
る
趣
旨
に
従
い
、

第
十
九
回
東
津
軽
郡

社
会
福
祉

大
会
が

去
る
八
月
二
十
四
日

午
前
十

時
か
ら
蓬

田
中
学
校
に
お
い
て
問

か
れ
た
。

来
賓
と
し
て
県
議

会
議
員
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
長
、
郡
町
村
会
長
、
郡
議

長
会
長
、
各
町

村
社
会
福
祉
関
係
団
体

長
を
招
き
乂
部
下
の
民
生
見
童
奮
貝
等

百
六
十
名
が
出

席
さ
九
だ
。

午
前
十
時
か
ら
式
典
大
会
長
（
中
島

郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

の
式
辞
、
地

无
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
ぃ
二
八

社
会

福
祉
関
節
事
業
に
特
に
顕
著
八
枋
績
の

あ
つ
た
民
生
児
童
委
員
、
一
般
住
民
、

善
行
児
童
の
表
彰
か
お

り
本
村
か
ら
は

民
生
児

竄
委
員
の
部
で
本
村
箚
さ
ん
、

一
般
住
民
の
部
で
蓬
田

部
落
の
二
唐

美

代
子

さ
ん
、
善
行
児
童
の
部
で
久
慈
抻

筧
尹

が
表
彰
さ
牡
た
。

ひ
き
つ

ぶ
き
大
会
に
入
り
民
生
児
童

委
員
の
体
験
発
表

出
要

保
江
世
帯
の
実
生
活
に
つ
い
て

平
　

舘
　

村

②
青
少
年
問
題
に
つ
い
て

今
　

別
　

町

川

民
生
委
員

六
年
の
あ
ゆ
み三

　
厩
　

村

各
委
員
の
力
強
い
発
表
が

あ
り
記
念
講
演
と
し
て

県

社
会
六
百

晉
の
上
田
詒
先

生
の
「
現
代

の
子
供
に
つ

い
て

の
俔
点

に
っ

卜
て
」

四
講

演
、か
あ
り
大
会
終
了

後
蓬

田
村
婦
人

会
に
よ
る

レ
ク
リ
ェ
ー
ジ
ョ
ソ
が
あ

り
盛
会
で
あ
っ

た
。
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真

夏

の

成

人

式

「
写
真
…
…
熱
心
？
に
記
念
講
演
を
聴
入
る
新
成
人
た
ち
」

厳
寒
猛
吹
雪
と
云
う

時
期
的
難
点
、
華
美
な

服
装
の
為
め
の
経
済
的

負
担
過
重
等
の
事
情
を

考
慮
し
、
今
年
度
よ
り

の
成
人
式
は
八
月
十
五

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
場
は
阿
弥
陀
川
正
法

院
、
来
賓
坂
本
村
長
、

森
教
育
長
、
山
口
議
長

小
野
県
議
、
山
谷
選
管

委
員
長
ほ
か
村
議
会
議

員
、
教
育
委
員
等
多
数

臨
席
、
新
成
人
八
〇
名

参
加
し
盛
大
裡
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
東
奥
日
報
論
説
員

越
後
緑
也
氏
の
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

蓬
田
村
農
協
総
会
終
る

去
る
八
月
三

十
日

午
前
十
時
よ
り
蓬

田
中
学
校

に
お
い
て

、
本
人
二
七
三
人

委
任
状
一
五

八
を
得
て
総
会
を
行
っ
た

昭
和
四

十
三
年
度
事
業
報
告

並
び
に
決

算
書
は
議
案

の
ま
ま
承
認
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
の
主
要
目
標
と
し
て

第
一
に
貯
蓄
、
前
年
度
三
億
円
を
今
年

度
は
四
億
五
千
万
円

第
二
に
共
済
保
有
高
は
、
前

年
度
七
億

六
千
四

百
万
円
を
今
年
度

は
十
億
五
百

万
円

第
三
に
購
売
事
業
と
し
て
前
年
度
一
億

二
百
万
円
を
今
年
度
一
億
一
千
万
円

第
四
に
販
売
事
業
、
前
年
度
五
億
一
千

七
百
万
円
（
米
六
万
四
千
六
百
八
十
一

俵
）
を
今
年
度
、
五
億
六
予
三
百
万
円

（
米
七
万
俵
）

と
以
上
の
よ
う
に
決
め
た
。

新
設
と
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

設
置
を
決
め
た

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
と

言
わ
れ

る
こ
の
聖
堂

カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
事
実
上
の
総

本
山
で
あ
り
世
界

一
を
誇
る
大
伽
藍
だ
け
あ
っ
て
そ
の
見

事
さ
は
誰
し
も
驚
ろ
く
ば
か
り
、
高
さ

一
三
〇

米
余

ロ
ー
マ
の
象
徴
と
さ
れ
て

い
る
大
ド
ー
ム
を
い
だ
く
広
壮
な
堂
内

は
た
と
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
床
上
に
あ

る
参
拝
者

の
位
置
を
示

す
五
〇

米
、
一
〇
〇
米
、
一
三
〇
米
の

印
に
よ
っ
て

よ
う
や
く
広
さ
の
実
感
が

得
ら
れ
る
と

い
っ
た
具
合
で
す
。

法
王
以
外
に
儀
式
を
行
え

な
い
と
云
う

正
祭
壇
の
ほ
か
に
普
通
の
儀
式
を
行
う

祭
壇
が
実
に
二
九
、
大
し
た
も

の
で
す

こ

の
聖
堂
の
あ

る
区
域
は
ロ
ー
マ
市
内

な

が
ら
も
、
国
際
法
上
ヴ
ア
テ
ー
カ
ン

市
国
市
国
と
い
う
、
れ
っ
き
と
し

た
独

立
主
権

国
、
面
積
〇

、
四
平
方
キ
ロ
。

一
、
五
〇
〇
の
住
民
が
法
王
を
中
心
と

し
て
信
行
し
、
生
計
を
営
ん
で
い
る
姿

は
す

ば
ら
し
い
限
り
で
す
。

○
　
珍
し
い
あ
れ
こ
れ

ト
レ
ヴ
イ
泉
は
水
清
く
伝
説
に
し
た
が

っ
て
、
金
を
肩
越
に
投
入
れ
て
又
来
る

日

を
願
う
人
達
や
、
水
に
手
を
入
れ
て

そ

の
清
涼
を
味
わ
う
な
ど
し
て
振
る
わ

っ
て
い
ま
す
。
「

パ
テ

オ
ソ
」

神
殿
は

そ
の
古
し
さ
で
知
ら
れ
、

つ
フ
フ
ア
エ

ロ
」
な
ど
有

名
な
画
家
の
お
墓
も
多
く

の
参
拝
者
が
跡
を
絶
た
な
い
よ
う
で
す

市
民
唯
一
の
憩
の
場
所
で
「

ボ
オ
ル
ゲ

ー
ゼ
」
公
園

は
草
青
く
詩
人
「
バ
イ
ロ

ン
」

の
記
念
碑
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
（
二
）

聖

ピ

エ

ト

ロ

聖

堂

保
護
司
　
清
　

水
　

専
　

造

観

光
客

は
ス
ペ
イ
ン
の
広
場

で
一
休
み

し

、
こ
こ
で
買
物
も
出
来
ま
す

。

外

国
に
於
け
る
日
本
専
門
店

は
あ
ま
り

に
も
気

が
利
き
過
ぎ
て
記
念
品

な
ど
の

販
売
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま

し
た
。

○
　
「

カ
タ
コ
ン

ベ
」
に
眠
る
人
々

カ
タ
コ
ン
ベ
と

は
地
下

墓
地
の
こ
と
で

す
が
、
ロ
ー
マ
帝
政
時
代
の
反
「

キ
リ

ス
ト
」
教
政
策

に
し
い
た
げ
ら
れ
た
心

あ
る
信
者
達

が
申
し
合
わ
せ
た
よ
う

に

地
下

に
も
ぐ
り
陽
の
光
を
見
ず
し
て
そ

の
一
生
を
送
っ

た
と
云
う
哀
れ
な
物
語

り
が
こ
こ
に
残
さ
れ
、
人
々
の
心
を
痛

め
て
い
ま
す
。
一
日
で
見
物
出
来
ぬ
程

の
広
い
地
下
室

が
、
そ
れ
に
礼
拝
堂
が

あ
り
寝
室
あ
り
娯
楽
室
も
あ
る
が
、
同

志
は
楽
し
い
一
時
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ

た
か
も
知
り
ま
せ

ん
が
、
人
目
を
忍
ん

で
こ
の
苦
し

い
生
活
の
連
続
に
は
さ
ぞ

難
儀
な
こ
と
だ
っ

た
ろ
う
と
一
雫

の
涙

を
落
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

信
仰
な
る
が
故

に
こ
の
悲
し

い
苦
し
い

生
活
も
じ
っ
と
耐
え
て
行
っ

た
の
で
し

ょ
う
。
私
は
彼
等
の
冥
福
を
心
で
祈
り

こ
こ
を
去
り
ま
し
た
。

○
　

印
象
的
な
石
畳
の
舗
道

紀
元
前
の
共
和
制
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
歴
史
が
同
居
し
微
妙
な
調
和
を
見
せ

て
い
る
の
は
７
・‐‘
マ
で
す
。
無
数

の
古

代

の
遺
跡
や
神
殿
そ
れ
に
入
り
ま
じ
る

市
民
の
現
代
風
住
居
と
の
対
比

も
面
白

く
昔
の
面
陰
は
そ

の
ま
Ｘ
に
…
…
…
…

「
ア
ッ
ピ
ア
」
街
道

に
足
を
運

べ
ば
大

き
な
石
畳
の
起
伏

は
果
し
な
く
続
き
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
二
千
年

の
昔
に

引
き
込
ま
れ
て

い
く
よ
う
な
錯

覚
に
包

ま
れ
ま
す
。
ま
た
「

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ス

テ

ー
シ
ョ
ン
」

の
附
近
も
、
新
旧

の
対

比
が
著
し
く
モ
ダ
ン
で
あ
る
べ
き
駅
舎

が
最
も
古
風

な
も
の
で
、
各
地
へ
走

る

列
車
は
無
造
作
に
並
び
数
本
の
プ
ラ
ッ

ト

ホ
ー
ム
は
誰
で
も
自
由
と
云

う
よ
う

な
仕
組
で
日
本

の
姿
と

は
全
然
違
っ

た

感
じ
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【写真……聖ピエトロ聖堂】
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第
三
回
子
ど
も
会

リ

ー

ダ

ー
研

修

会

七
月
二
十
九
日
上

二
十
一
日
の
三
日

間

、
蓬
田
小
学
校
に
お
い
て
子
ど
も
会

リ

ー
ダ
ー
研
修
会
開

催
、

各
子
ど
も
会

よ
り
四
十

六
名
が
参
加

し
楽
し
い
研
修

を
無
事
終
了
し
た
。

【写真……fj参了証 を手に したりーダ ー諸君】

毎
月
５

の
日

は

税

の
相

談
日

毎
月
５
日
、
1
5日
、
2
5日
は
税
の
相

談
日
で
す
。
（
こ
の
日
が
日
曜
、
祝
日

に
当
た
る
と
き
は
翌
日
に
な
り
ま
す
）

こ
の
日
は
全
国
ど
こ
の
税
務
署
で
も

税
金
の
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

名
前
や
住
所
を
明
か
さ
ず
、
税
務
署
の

幹
部
と
相
談
が
で
き
ま
す
。

税
金
に
は
、
一
定
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
有
利
に
取
り
扱
わ
れ
る
特

例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
相
談
す
る
と
、
か
え
っ
て

税
金
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
金
の
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す

。

相
続
税
の
計
算

は
、
財
産
の
価
額

か

ら
債
務
や
葬
式
費
用
等
を
差
し
引
き
、

四
百
万
円
と
、

八
十
万

円
に
法
定
相
続

人
の
数
を
か
け

た
金
額
の
合
計
額

を
差

し
引

い
た
残
額

に
税
金
が
か
か
り
ま
す

ま
た
、
婚
姻
期
間
十
五
年
を
こ
え

る

配
偶
者
に
は
配
偶

者
控
除
が
あ
り
ま
す

な
お
、
相
続
人
が
受
け
取
っ

た
生
命

保
険
金
や
退
職
手
当
金
の
一
定
額
、
国

や
特
定
の
公
益
法
人
等
に
寄
付
し
た
財

産
な
ど
に
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
青
森
税
務
署
よ
り
）

災
害
を
受
け
た
方
は
税
金

が
軽
減
さ
れ
ま
す

こ
と
し
の
秋
か
ら
Ｕ
Ｈ
Ｆ

テ
レ
ビ
が
み
ら
れ
ま
す

集
中
豪
雨
や
台
風

、
火
災
な
ど

に
よ

り
災
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
税
金
の

面
で

も
救
済
方
法
が
あ

り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
所
得
金
額
が
二
百
万
円

以
下

の
人
が
、
住
宅
や
家
財
に
つ
い
て

そ
の
価
額
の
半
分
以
上
の
損
害
を
受
け

た
場

合
や
、
そ
れ
以
外
の
人
で
も
住
宅

や
家
財
の
損
害
額
が
そ
の
年
の
合
計
所

得

金
額
の
一
割
を
こ
え
る
と
き
は
、
手

続
き
を
す
る
と
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る

か
、
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

災
害
の
跡
か
た
づ
け
が
一
段
落
し
た

ら
、
損
害
の
額

を
は
つ
き
り
と

さ
せ

、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
続
税
の
あ
ら
ま
し

相
続
や
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し

た
人
に
は
相
続
税
が
か
か
り
、
相
続
の

日
の
翌
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内

に
申
告
と

青
森
県
内
に
こ
と
し
の
秋
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
を

使
っ
た
新
ら
し
い
民
放
テ
レ
ビ
局
（
青

森
テ
レ
ビ
＝
3
8チ
ャ
ン
ネ
ル
）
が
開
局

し
ま
す
。

Ｕ
Ｈ
Ｆ
と
は
、
や
極
超
短
波
ク
の
略
で

こ
れ
ま
で
の
電
波
（
Ｖ
Ｈ
Ｆ
）
と
ち
が

っ
て
、
光
に
近
い
性
質
を
持
っ
て
お
り

山
に
つ
き
あ
た
る
と
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
混
信
が
な
く
、
自
動
車

な
ど
の
雑
音
に
っ
よ
く
、
ま
た
ア
ン
テ

ナ
が
小
型
で
ナ
か
た
め
取
り
っ
げ
が
簡

単
に
な
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
コ
ソ
バ
ｔ

夕
（
Ｕ

Ｈ
Ｆ
電
波
を
受
け
て
Ｖ
Ｈ
Ｆ
に
変
換
す

る
変
換
器
）
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
が
古
く
な
っ
て
新
し
く

買
い
換
え
よ
う
と
し
て
い
る
方
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
も
Ｖ
Ｈ
Ｆ
も
受
信
で
き
る
オ
ー

ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
テ
レ
ビ
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

▽
　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
テ

レ
ビ
局
受
信
可
能
予
想

地
域青

森
市
、
蓬

川
村
、
蟹
田
町
の
一
部

平

舘
村
の
一
部
、
平
内
町
の
一
部
、
横

浜
町
の
一
部
、
む
っ
市
の
一
部
、
川
内

町

の
一
部
、
脇

野
沢
村
の
一
部
、
佐
井

村
の
一
部
。

弘
前
市
、
黒
石
市
、
五
所
川
原
市
、
車

力
村
、
稲
垣
村
、
木
造
剛
、
柏
村
、
森

田
村
、
鰺
ヶ
沢
町

の
一
部
、
浪
岡
町
、

藤
崎
町
、
常
盤
村
、
円
舎
舘
村
、
尾
上

町
、
平
賀
町
、
大
鰐
町
の
一
部
、
小
泊

村

の
一
部
、
市
浦
村
、
中
里
町

、
金
木

町
、
鶴
田
町
、
板
柳
町
、
岩
木
町
、
相

馬

村
の
一
部
。

お
年
よ
り
の
食
事

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
囗
。
お
年
よ

り
の
食
事
は
若

い
時
ほ
ど
油
気
は
必
要

あ

り
ま
せ
ん
が
肉
の
あ
ぶ
ら
は
と
も

か

く
天

ぷ
ら
油
や

サ
ラ
ダ
油
な
ら
ば
、
少

し

は
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す

も
し
、
天
ぷ
ら
が
重
い
よ
う
で
し
た

ら
、
サ
ラ
ダ
、
中
華
風
の
醉
の
も
の
、

油

い
た
め
や
い
た
め
煮
な
ど
献
立

に
工

夫
を
こ
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
食

欲
の
な
い
か
た
に
は
、
酸
味

の
も
の
、
ス
ー
プ
と
か
、
だ
し
の
よ
く

き
い
た
も

の
な
ど
、
食
の
す
す
む
よ
う

活
用
し
て
下

さ
い
。

香
辛
料
も
、
塩
辛
い
も

の
よ
り
、
ず

っ
と
よ
い
の
で
す
か
ら
、
多
少

は
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
Λ
み
ん
な
の
茶

の
間
▽

か
ら
）
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昭和42年度 蓬田村一般会計並びに特別会計決算

昭和42年度蓬田村一般会計並びに特別会計（国民健康保険事業勘定及び直診勘定）

決算は次のとおりであります。

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
（
直
診
勘
定
）
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